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第
四
十
六
号

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
、
令
和
五
年
は
過
去
の
年
号
で
数
え
る
と
昭
和
九
十
八
年
、
平
成
で

は
三
十
五
年
と
な
り
ま
す
。
冒
頭
の
御
歌
は
、
昭
和
八
年
の
歌
会
始
め
に
お

け
る
御
詠
で
す
。
如
何
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
今
更
な
が
ら
に
こ
の
御

歌
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
大
御
心
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

令
和
二
年
か
ら
、
三
年
・
四
年
と
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

我
が
国
に
お
い
て
も
第
一
波
か
ら
第
七
波
と
蔓
延
拡
大
を
繰
り
返
し
、
昨
年

末
よ
り
は
第
八
波
の
襲
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
社
会
・

経
済
、
そ
し
て
人
々
の
日
常
生
活
に
至
る
ま
で
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
な
が

ら
も
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
ほ
ぼ
行
き
渡
り
、
感
染
者
数
も
増
減
を
繰
り
返

し
つ
つ
、
社
会
の
情
勢
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。
目
を
海
外
に
向
け
る
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
時
代
錯

誤
の
理
不
尽
な
戦
争
が
あ
り
、
ま
た
地
球
規
模
の
数
多
の
自
然
災
害
な
ど
も

散
見
さ
れ
、
憂
慮
に
堪
え
な
い
混
迷
を
深
め
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

当
社
の
祭
事
に
つ
き
ま
し
て
も
一
昨
年
同
様
、
例
祭
を
始
め
と
す
る
殆
ど

の
祭
典
は
神
職
と
限
ら
れ
た
参
列
者
の
み
で
厳
粛
に
齋
行
い
た
し
ま
し
た
。

参
拝
の
方
々
に
は
、
感
染
防
止
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、
種
々
の
対
策

を
講
じ
大
変
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
後
半
は
、「
三
年
ぶ
り
」
と
い
う
こ
と
ば
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
感
染
の
度
合
い
に
少
し
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
せ
い
か
、

今
ま
で
実
施
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
対
面
可
能
な
行
事
・
企
画
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
、
不
十
分
な
が
ら
旧
に
復
す
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

明
け
て
今
年
は
令
和
五
年
、干
支
は「
癸
卯
」（
み
ず
の
と
う
・
き
ぼ
う
）の
歳

で
あ
り
ま
す
。「
干
支
」は「
十
干
」と「
十
二
支
」の
組
み
合
わ
せ
を
い
い
ま
す
。

「
癸

み
ず
の
と」は
大
地
を
潤
す
恵
み
の
雨
や
露
を
表
し
、
四
季
で
は
冬
を
表
し
、
生
命

の
終
わ
り
と
始
ま
り
を
意
味
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
十
二
支
の「
卯
」は
、

太
陽
が
昇
る
生
命
の
始
ま
り
の
時
や
方
角
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

当
社
の
祭
事
で
も
、
松
尾
祭
は
古
く
は
「
卯
」
の
日
に
神
輿
の
出
御
（
お

い
で
）
が
あ
り
、
ま
た
秋
に
醸
造
安
全
を
祈
願
す
る
祭
り
は
、「
上
卯
祭
」

と
し
て
十
一
月
の
「
上
の
卯
の
日
」
に
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
始
ま
り
を
表

す
「
卯
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
動
物
で
は
「
兎
」
が

充
て
ら
れ
、
そ
の
穏
や
か
な
性
質
と
、
跳
躍
す
る
姿
か
ら
飛
躍
・
向
上
を
象

徴
す
る
も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
終
息
を
迎
え
、「
兎
」
の
よ
う

に
優
し
く
、
そ
し
て
穏
や
か
な
平
和
に
満
ち
た
平
常
を
取
り
戻
す
歳
に
な
る

こ
と
を
願
い
、
あ
わ
せ
て
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
迎
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

宮
司

生
嶌
經
和

天
地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の

　
　
　
　
　

海
の
ご
と
く
に
波
立
た
ぬ
世
を

昭
和
天
皇
御
製

まつのを第46号／CC2021.indd   1 2022/12/16   10:01:08



令
和
五
年

春
恒
例
祭
典
予
定

一
月

一
日
（
日
）

歳

旦

祭
　
　
　
　
（
午
前
六
時
）

一
月

三
日
（
火
）

元
始
祭
並
び
に
干
支
祝
寿
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
前
九
時
半
）

一
月

七
日
（
土
）

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

（
午
前
九
時
半
）

一
月
十
五
日
（
日
）

古
神
札
焼
納
祭
　
　
　
（
午
前
九
時
半
）

二
月

三
日
（
金
）

節

分

祭
　
　
　
　
（
午
後
一
時
半
）

二
月
十
一
日
（
土
）

紀

元

祭
　
　
　
　
（
午
前
十
時
）

二
月
十
七
日
（
金
）

祈

年

祭
　
　
　
　
（
午
前
十
時
）

二
月
二
十
三
日
（
木
）

天

長

祭
　
　
　
　
（
午
前
十
時
）

三
月
二
十
一
日
（
火
）

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

（
午
前
九
時
半
）

お
正
月
御
参
拝
の
変
更
点

本
年
も
新
年
の
御
参
拝
に
際
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
︑
左
記
の
対
応

を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
︑
ど
う
ぞ
ご
了
承
下
さ
い

◎
本
年
も
書
き
初
め
会
は
中
止
と
致
し
ま
す

◎
手
水
舎
に
柄
杓
は
置
い
て
お
り
ま
せ
ん

◎
ご
祈
祷

本
年
も
ご
祈
祷
後
の
直
会
所
に
て
の
御
神
酒
の
拝
戴
は
中
止
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す

ご
祈
祷
に
お
越
し
の
団
体
様
に
は
人
数
制
限
を
さ
せ
て
頂
く
事
が

御
座
い
ま
す

一
社
・
一
団
体
8
名
様
以
内
で
お
願
い
し
ま
す

◎
干
支
枡
授
与

本
年
も
干
支
枡
は
紙
コ
ッ
プ
に
入
れ
た
樽
酒
を
付
け
て
お
渡
し
さ
せ

て
頂
き
ま
す

そ
の
場
で
の
ご
飲
酒
は
御
遠
慮
頂
き
ま
す

※
例
年
お
昼
前
後
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
︑
早
朝
等
に
時
間
を

ず
ら
し
て
お
参
り
下
さ
い

※
境
内
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
と
︑
大
声
で
の
会
話
は
お
控
え
下
さ
い

以
上

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

令
和
五
年

正
月
奉
納
行
事
︿
拝
殿
﹀

一

日
（
日
）
金
剛
流
社
中
謡
曲
・
仕
舞
奉
納
（
午
前
十
時
）

四

日
（
水
）
竹
本
大
亀
献
書
　
　
　
　
　
　
（
午
後
一
時
）

干
支｢

卯
歳｣

祝
寿
祭
の
ご
案
内

祭
典
日
時

一
月
三
日
（
火
）
午
前
九
時
半

初
穂
料

二
千
円
~

※
元
始
祭
に
併
せ
特
に
卯
歳
生
ま
れ
の
皆
様
方
の
ご
健
康
を
ご
祈

願
致
し
ま
す

※
祭
典
に
参
列
ご
希
望
の
方
は
九
時
迄
に
受
付
に
お
越
し
下
さ
い

※
お
申
し
込
み
の
方
に
は
特
製
干
支
守
り
を
授
与
し
ま
す

※
ご
祈
願
の
受
付
は
十
五
日
迄
致
し
て
お
り
ま
す
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10時頃～12時頃　石見神楽（種神楽）奉納

午後１時30分　節分祭祭典
本殿での祭典後、引き続き拝殿にて行事を行います

（一回目豆撒き）
　　　鳴弦引目神事（めいげんひきめしんじ）
　　　　　　※宮司が弓を構え弦を三度弾く

　　　四方奉射神事（しほうほうしゃしんじ）
　　　　　　※宮司が拝殿の四方より鏑矢を射る
　　　福男・福女による福豆撒き

（二回目豆撒き）
15時30分　行事内容は一回目と同じ

※�本年は行事をコロナ以前に戻して行う予定ですが、状況により変化致しますので
事前にご確認下さい

節　分　祭 2月3日

福引き券付福豆授与　　　初穂料 300 円

２月１日より授与所にて福引き券付の福豆を授与しています
三日間　その日の定数が無くなり次第に終了と致します
３日当日の福引きは１人１回に限定で　午後１時～５時の間のみ有効です

職
員
辞
令
︵
令
和
四
年
︶

◆
三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
え
み
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田

来
楽

　
　
巫
子
見
習
を
命
ず
る

◆
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
禰

宜
　
　
竹
内

直
道

　
　
奉
務
規
則
第
五
十
五
条
の
規
定

に
よ
り
定
年
退
職
を
命
ず
る

　
　
　
　
巫

子
　
　
長
尾

有
華

　
　
願
い
に
依
り
巫
子
を
免
ず
る

◆
四
月
一
日

　
　
　
　
禰

宜
　
　
飯
田

延
生

　
　
権
宮
司
に
任
ず
る

（
神
社
本
庁
発
令
）

　
　
　
　
権
禰
宜
　
　
神
山
　
　
貴

　
　
禰
宜
に
任
ず
る

（
神
社
本
庁
発
令
）

　
　
　
　
出

仕
　
　
阿
部

昴
司

　
　
権
禰
宜
に
任
ず
る

（
神
社
本
庁
発
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内

直
道

　
　
嘱
託
を
命
ず
る

◆
十
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
え
み
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田

来
楽

　
　
巫
子
を
命
ず
る

◆
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
禰

宜
　
　
甲
斐

俊
一

　
　
願
い
に
依
り
本
職
を
免
ず
る
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第35回 松尾大社写真コンテスト 入賞作品

応募点数　140点

◎審査日　令和４年10月20日
◎審査員　水野克比古
　　　　　生嶌宮司
　　　　　飯田権宮司
　　　　　進藤権祢宜
　　　　　竹内嘱託

特　選 松林　　宏
山下　文行
塩見　芳隆

準特選 田中　雅之
大橋　　豊
王鞍　謙一
佐原志穂子
森　　豊彦

｢

禅
の
旅｣

金
原

郁
雄

氏
子
青
年
会
賞

松
尾
大
社
賞

｢

夕　
　

光｣

谷
口
　
　
敏

１月22日（日）表：表千家社中合同奉仕
２月12日（日）表：桐畑沙充子社中奉仕
３月12日（日）表：大島多恵子社中奉仕
４月16日（日）裏：池田宗惇社中奉仕
５月７日（日）裏：入江宗秀社中奉仕
６月11日（日）裏：杉本宗和社中奉仕
７月２日（日）表：山室律子社中奉仕
８月　　　 休　　　会
９月10日（日）裏：裏千家社中合同奉仕
10月１日（日）表：千葉宗立社中奉仕
11月５日（日）裏：河端宗敏社中奉仕
12月３日（日）裏：北尾宗志社中奉仕

●発熱・悪寒・咳のある方はご辞退下さい
●マスクの着用をお願いします
●受付でアルコール消毒、検温を実施します
　その際37.5度以上の方はご辞退下さい
●�受付にて氏名・住所又は電話番号をご記入
いただきます
●�一席12名迄とし、次席の待合所も12名迄と
します　それ以外の方は屋外テントでお待
ちいただきます
●�待合所やテント内での大声の会話はご遠慮
下さい
ご理解ご協力を宜しくお願いいたします

令和 5 年　献茶会開催日程 献茶会からのお願い
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にしきょう歴史・文化講座 in 松尾大社

昨年の12月３日（土）に西京区役所地域力推進室の主催で、当社で文化講座が開催され
ました。
第一部は京都在住の歴史作家丘眞奈美氏による『謎の古代ハイテク集団・秦氏と山背国

～京都の歴史は西京区からはじまった！～』と題した講演が行われました。
第二部では『神と人をつなぐ日本酒文化～神々の酒奉行、秦氏、月の桂～』と題し、丘

眞奈美氏・当社生嶌經和宮司・伏見の蔵元増田德兵衞商店14代当主、増田德兵衞氏の三者
による対談が行われました。
参加者はコロナを考慮して、事前申し込みの中から抽選で選ばれた約70名の方々にお越

しいただきました。
当社を創建した秦氏とはどんな一族だったのか、京都の文化にどんな影響を与えたのか、

興味の尽きない講演と対談となりました。

また、この日は境内では「西京農業まつり」も開催されて
おり、そこでは京都の地酒の試飲や、今回の文化講座開催の
為特に京都府内の五社の酒蔵に造っていただいた「酒神まつ
のを」ラベルの地酒も販売されました。
この「酒神まつのを」ラベルの地酒は、境内の京つけもの

「もり」でも販売しておりますので、興味のある方はお求め
ください。

「酒神まつのを」300mm　770円
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令
和
四
年

奉
幣
使
奉
仕
者
（
敬
称
略
）

御
田
祭
（
七
月
十
七
日
）

　
　
　
上
野
地
区

清
水

浩
佳

清
水

治
貴

八
朔
祭
（
九
月
四
日
）

　
　
　
嶋

地
区

岡
田

文
孝

長
谷
川
正
剛

長
谷
川
優
志

新
嘗
祭
（
十
一
月
二
十
三
日
）

　
　
　
東
川
島
地
区

山
口

安
紀

大
石

芳
博

辻
井

義
明

五
日

御
田
植
式
執
行

二
六
日

嵯
峨
野
斎
宮
神
社
大
祓
式
執
行

二
八
日

茅
の
輪
祓
執
行

　
　
　
　

千
代
原
春
日
神
社
大
祓
式
執

三
〇
日

百
度
祓
、
大
祓
式
、

　
　
　
　

茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
執
行

九
日

六
社
青
年
連
合
会
総
会
開
催

十
日

御
田
祭
植
女
奉
告
祭
執
行

一
七
日

御
田
祭
執
行

　
　
　
　

金
剛
流
社
中
神
歌
・
謡
曲
奉
納

二
四
日

等
持
院
六
請
神
社
勧
農
祭
執
行

三
日

や
ま
ぶ
き
会
女
神
輿
巡
幸
実
施

四
日

八
朔
祭
執
行

一
七
日

天
皇
皇
后
両
陛
下
英
吉
利
国

　
　
　
　

御
渡
航
行
幸
啓
安
泰
祈
願
祭
執
行

一
一
日

下
桂
御
霊
神
社
初
秋
祭
執
行

二
三
日

天
皇
皇
后
両
陛
下
英
吉
利
国

　
　
　
　

御
渡
航
還
幸
啓
安
泰
祈
願
祭
執
行

　
　
　
　

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式
執
行

　
　
　
　

神
社
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
執
行

二
五
日

綱
敷
行
衛
天
満
宮
献
灯
祭
執
行

三
日

月
読
神
社
例
祭
執
行

六
月

七
月

九
月

十
月

九
日

郡
衣
手
神
社
例
祭
執
行

　
　
　
　

等
持
院
六
請
神
社
出
御
祭
執
行

一
〇
日

徳
大
寺
三
ノ
宮
神
社
例
祭
執
行

一
一
日

松
悠
会
役
員
会
開
催

一
五
日

抜
穂
祭
執
行

一
六
日

上
桂
御
霊
神
社
例
祭
執
行

　
　
　
　

嵯
峨
野
斎
宮
神
社
例
祭
執
行

一
七
日

神
嘗
祭
奉
祝
祭
執
行

二
〇
日

献
茶
会
役
員
会
開
催

　
　
　
　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
開
催

二
三
日

等
持
院
六
請
神
社
例
祭
執
行

　
　
　
　

千
代
原
春
日
神
社
例
祭
執
行

　
　
　
　

上
野
産
土
神
社
例
祭
執
行

二
五
日

西
京
区
遺
族
会
慰
霊
祭
執
行

一
〇
日

上
卯
祭
執
行

　
　
　
　

茂
山
社
中
狂
言｢

福
の
神
」
奉
納

一
三
日

朱
雀
松
尾
總
神
社
火
焚
祭
執
行

　
　
　
　

唐
橋
道
祖
神
社
火
焚
祭
執
行

二
〇
日

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
開
催

二
三
日

新
嘗
祭
執
行

　
　
　
　

綱
敷
行
衛
天
満
宮
火
焚
祭
執
行

二
七
日

上
野
龍
王
明
神
社
火
焚
祭
執
行

　
　
　
　

等
持
院
六
請
神
社
火
焚
祭
執
行

二
九
日

松
悠
会
総
会
開
催

　
　
　
　

拝
殿
大
絵
馬
設
置

十
一
月

三
日

に
し
き
ょ
う
歴
史
・
文
化
講
座

　
　
　
　

開
催

四
日

川
島
大
宮
社
新
嘗
祭
執
行

　
　
　
　

高
田
三
ノ
宮
神
社
火
焚
祭
執
行

六
日

神
習
会
役
員
会
開
催

　
　
　
　

献
灯
会
役
員
会
開
催

一
一
日

下
桂
御
霊
神
社
新
嘗
祭
執
行

　
　
　
　

上
桂
御
霊
神
社
新
嘗
祭
執
行

一
五
日

境
内
諸
末
社
例
祭
執
行

二
六
日

お
煤
祓
式
執
行

三
一
日

大
祓
式
、
除
夜
祭
執
行

十
二
月

二
日

例
祭
執
行

　
　
　
　

金
剛
流
謡
曲
・
茂
山
社
中
狂
言

　
　
　
　

奉
納

六
日

敬
神
婦
人
会
安
全
祈
願
祭
執
行

一
〇
日

下
桂
御
霊
神
社
出
御
祭
執
行

一
四
日

中
酉
祭
執
行

一
六
日

榊
御
面
稚
児
奉
告
祭
執
行

二
三
日

御
船
社
祭
執
行

二
四
日

神
幸
祭
執
行

二
九
日

昭
和
祭
並
び
に
護
持
講
講
社
祭

　
　
　
　

執
行

三
〇
日

各
御
旅
所
七
日
開
祭
執
行

三
日

西
七
条
御
旅
所
献
灯
会
祈
願
祭

　
　
　
　

執
行

八
日

松
尾
使
奉
告
祭
執
行

一
五
日

還
幸
祭
執
行

二
一
日

神
幸
還
幸
両
祭
反
省
会
開
催

二
二
日

中
山
三
ノ
宮
神
社
例
祭
執
行

　
　
　
　

下
桂
御
霊
神
社
例
祭
執
行

三
〇
日

氏
子
青
年
会
定
例
会
開
催

四
月

五
月

社
務
日
誌
抄

令
和
四
年
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摂
社
櫟
谷
宗
像
神
社
本
殿
鈴
修
復
・
鈴
緒
新
調
一
式

　
　
（
西
京
区
）

文
室

隆
紀

杉

玉
・・・・・・・・・・・・・・・・春
・
秋

各
三
体

　
　
（
西
京
区
）

松
尾
大
社
杉
玉
会

懸
崖
菊
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・二
鉢

　
　
（
西
京
区
）

辻
井　
　

健

懸
崖
菊
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・四
鉢

　
　
（
向
日
市
）

清
水
園
芸

神
饌
田
祭
壇
用
敷
石
・・・・・・・・・・・・・・・・一
点

　
　
（
長
岡
京
市
）　　
　

西
山
石
材
商
店

「
蛇
娘
絵
図
」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
点

　
　
（
東
京
都
）

萬
家
一
斎

岩
島
精
麻
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
束

　
　
（
東
京
都
）
㈶
日
本
民
族
工
芸
技
術
保
存
協
会

｢

第
四
十
二
回
式
年
遷
宮
記
念
誌｣

・・・一
冊

　
　
（
北

区
）

賀
茂
別
雷
神
社

｢

お
守
り
を
読
む｣

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
冊

　
　
（
左
京
区
）

鳥
居
本
幸
代

｢

籠
神
社
の
綜
合
的
研
究｣

・・・・・・・・・・一
冊

　
　
（
宮
津
市
）

籠

神

社

｢

神
像
の
研
究｣

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
冊

　
　
（
宇
治
市
）

伊
藤

史
朗

｢

神

園｣

第
二
十
八
号
・・・・・・・・・・・・一
冊

　
　
（
東
京
都
）明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所

｢

日
本
へ
の
回
帰｣

第
五
十
七
集
・・・
各
一
冊

　
　
（
東
京
都
）

国
民
文
化
研
究
会

｢

儀
礼
文
化
学
会
紀
要
第
五
十
号｣

・・・三
冊

　
　
（
東
京
都
）

儀
礼
文
化
学
会

｢

あ
な
、
た
の
し｣

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
冊

　
　
（
北
海
道
）

士
別
神
社

｢

川
越
氷
川
神
社
本
殿
江
戸
彫
り
の
極
致｣

・・・一
冊

　
　
（
埼
玉
県
）

川
越
氷
川
神
社

｢

神
主
修
行
五
十
三
年
＋
α｣
・・・・・・・・一
冊

　
　
（
愛
知
県
）

若
宮
八
幡
社

｢

愛
知
県
下
英
霊
社
忠
魂
碑
等
調
査
報
告
書｣
第
六
輯

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
冊

　
　
（
愛
知
県
）

愛
知
縣
護
國
神
社

神
道
資
料
叢
刊
十
八

｢

橘
家
神
道
未
公
刊
資
料
集
一｣

｢

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

紀
要｣

第
八
号

｢

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

年
報｣

第
八
号

｢

伊
勢
と
皇
學
館
の
一
四
〇
年｣

｢

皇
學
館
大
学
紀
要｣

第
六
十
輯
・・・
各
一
冊

　
　
（
三
重
県
）

皇
學
館
大
学

御
田
祭

茶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
箱

　
　
（
中
京
区
）

矢
野
自
作
園

茶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
箱

　
　
（
右
京
区
）

フ

ク

イ

茶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
袋

　
　
（
南

区
）

井

六

園

清
酒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・三
升

　
　
（
伏
見
区
）

月
桂
冠
㈱

清
酒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・二
升

　
　
（
伏
見
区
）

㈱
京
姫
酒
造

清
酒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・二
升

　
　
（
伏
見
区
）

宝
酒
造
㈱

清
酒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
升

　
　
（
伏
見
区
）

玉
乃
光
酒
造
㈱

奉
納
品
紹
介
（
敬
称
略
）

編

集

後

記

本
年
は
卯
年
で
す
が
、
古
来
よ
り

十
二
支
は
方
角
や
時
間
等
を
表
す
方
法

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

卯
の
方
角
は
東
で
あ
り
、
東
の
季
節

は
春
で
色
は
青
で
表
さ
れ
ま
す
。

卯
の
刻
と
は
現
在
の
午
前
五
時
か
ら

七
時
迄
を
表
し
ま
す
。
夜
が
明
け
て
青

空
が
広
が
り
人
々
が
動
き
出
す
、
そ
ん

な
希
望
に
満
ち
た
時
間
帯
だ
と
言
え
ま

す
。人

の
一
生
で
例
え
る
な
ら
、
こ
の
世

に
生
を
受
け
青
春
と
呼
ば
れ
る
頃
ま
で

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
の
秋
頃
か
ら
嵐
山
で
は
多
く
の

学
生
の
姿
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま

し
た
。
三
年
余
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で

夢
と
希
望
に
満
ち
た
は
ず
の
青
春
時
代

に
、
友
と
の
語
ら
い
や
思
い
出
作
り
が

十
分
に
出
来
な
か
っ
た
若
者
達
に
と
っ

て
は
、
待
ち
に
待
っ
た
修
学
旅
行
が
再

開
さ
れ
始
め
た
か
ら
で
す
。

目
を
転
じ
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お

け
る
ロ
シ
ア
の
侵
略
は
人
々
の
生
活
を

根
底
か
ら
破
壊
す
る
と
い
う
、
非
人
道

的
な
行
為
を
平
然
と
行
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
と
っ
て
の
夜

明
け
は
ま
だ
ま
だ
先
の
話
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

今
年
が「
卯
」の
象
徴
す
る
新
し
い
時

代
の
夜
明
け
と
な
っ
て
、夢
と
希
望
の
持

て
る
年
と
な
り
ま
す
事
を
祈
念
し
つ
つ
、

皆
様
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
（
伴
）
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